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業　　　　種 人　　　数 比　率 調査年月
工場労働者 591，494 27．9 α945年1月〉
鉱山労働者 273，863 12．9 （1944年9月）
炭鉱労働者 72，561 3．4 （1944年9月）
土建労働者 437，752 20．O （1944年10月）
陸上運輸労働者 179，544 8．5 （1944年10月）
海上運輸労働者 19，352 00．9 （1943年未）
農業労働者 130β77 6ユ （1943年末）
林業労働者 205，911 9．7 （194岬10月）










農　　　　業 2，976，404 17，396，888 4，032，180 3，345，008 321，265　2艇，1381蕉3亙9，郡5，134β翻
水　麓　業 92，966 505，083 118，570 50，220 20，031 20選8　　1aL2◎2 圭穫．鷺2
鉱　　　　業 110，965 537β06 ユ58，639 37β82・ 15，◎魂6 1L612 三2◎，662 1§3，鱒5
工　　　　業 218，016 1，17ユ，094 256，861 54，721 63，513 28，306 器3，153 4ア透．5塁O
商　　　　難 31荏．262 L749，938 352，195 133，855 。98β90 44，103 基28，3遵◎ 6§2，755
交　通　業 68，491 348，678 75，139 9，三47 17，877 7，155 85，436 153，92違
公務・窪由楽 193，066 玉，007，360 208，29ユ 42，977 40，86違 3駅910 25喚．931 認8，387
その穐有業 477，489 2，266，404 532，0U ユ73．563 95，697 42β72 蹴299188三，9§2
無　　　　職 135，583 o 0 o G　　　　　　O


































男　　　　女 合 計 対総計比率
金　属　工　業 39，680　1β24 41，504 11．4 654 63
機械器具工業 46，367　1，454 47β21 13．2 1，354 35
化　学　工　業 50，695 13，203 63，7⑱2｝ 17．6 927 69
ガス・電気・水道業 6，676 245 6，921 1．9 123 56
窯業及び土石工叢 32，775 4，1荏5 36，920 10．2 1，818 20
紡　績　工　業 26β58 52，905 79，763 22．0 2，605 31
襲材及び木製品工業 26β09 1，608 28，417 7．8 2，005 14
食　料　品　工　業 24，2喚7 7，511 3L758 8．7 2，002 16
印刷及び製本業 9，377 676 10，053 2β 606 17
そ　の　他　工　難 10，28《 5，79嘆 16，078 4．4 87工 18

















































































































































































































































































































































「薪木業 86 13，33護 156
水　産　業 27 915 34
鉱　　　業 29 12，449 429
運輸及倉庫業 258 7，400 29
商　　　業 846 23，395 28
金　融　業 97 10，108 104
保　健　業 1 125 125
雑　　　　業 19褄 24，619 127































































農　林　業 171 62，464 365
水　産　業 64 13，779 215
鉱　　　　業 137 327，446 2，390
運輸及倉庫業 237 155，601 657
商　　　業 840 132，609 玉58
金　融　業 9娃 120，924 1，286
保　健　業 2 1β75 688
雑　　　　業 409 64，867 159









農　林　業 ユ9 138，185 7，273
水　漫　業 4 iO8，250 27，063
鉱　　　　業 隻3 337，727 25，979





































































































































































































































































，，　　璽「蕊業 林　業 水産業　　鉱　業 工　業　　合　計
19351514（49） 6荏（6＞ 76（7） 50（5） 3違3（33＞　1，G47（100）






















業　　　種 経常価格 不変1酎各 対奮癩癖コ
紡　　　織 141，153 1，775，507 15
金　　　属 50，766 638，565 5
機械・器具 16，564 208β51 2
窯　　　業 25，071 315，358 2
化　　　挙 304，948 3，835，818 32
木　製　晶 11，736 147，622 1
印刷・製本 16，304 205，081 2
食　料　品 238，032 2，994，109 25
ガス・電気 40，075 504，087 魂
そ　の　他 U4，653 1，4婆2，174 12











































































































































































































































































































































年 用　　材 薪 木　　炭 松　脂
1933 1，989，855 1，283，891，034 21，876，069 624
1937 2，436，214 1，363，052，417 24，937，305 564
1938 2，649，447 1，256，006，741 27，021，047 18，107
1939 2，781，597 1，245，815，257 31，269，999 126，422
1940 3，364，434 1，137，835，951 38，239，969 176，798
1941 3，181，729 1，09U15，394 47，306，926 2荏5，553
1942 2，935，039 1，008，053，018 53，286，532 492，024
資料：前掲『朝鮮総督府統計年報・1942隼晦li　pp．76～79より作成
第㈱表は，太平洋戦争前と中における朝鮮の林野についてその藤積と蓄積とをみたものである。
この表によって，太平洋戦争中，従前と同じく林野面積は傾向的に，林野蓄積は不断に減少して
いることがわかる。しかも，林野衝積の減少よりも林野蓄積の減少がすすんでいる。これらのこ
とは，朝鮮の林野が減少，荒廃し，林業が衰退していっていることをしめしている。
　こうして，太平洋戦争中朝鮮の林業は，植民地的，軍事的性格を深め，衰退していったのであ
る。
第（28）表　朝鮮の林野面積と林野蓄積の推移
　　　　　　　　く単位：颪積・町、蓄積・尺締）
年末 林野蕗積 林野蓄穣
1933 16，435，573 719，850，990
1937 16，317，650 670，853，356
1938 16，317，650 673，214，999
1939 16，313，194 679，743，555
1940 16，272，645 677，824，636
1941 王6，277，905 675，039，698
工942 16，274，380 671，033，670
第⑳表　朝鮮の総漁獲
　　　　高の推移
　　　　　（単位：チトン）
卑 総漁獲高　、
1939
玉9娃0
1941
王9硅2
　　　　　　　　F
2，046
1，736　　　　　　　　i17幾l　　　　　　　　E
蜜料：萌掲『朝鮮総督1葎統計
　　　年率我　・1942年販譜　P．88
　　より作成
資料：酋掲w朝鮮総督府統計年報・1942年翫p．70より
　　作成
　第㈱表は，太平洋戦争前と中の漁獲蕩の推移をしめしたものである。この表によって，たえず漁
獲高が減少し，太平洋戦争中の1942年には1940年の50％以下と激減していることがわかる。ところ
がこの激減は，戦争の拡大にともなう資材不足，労働力不足を主要霞としているのである⑱
　他方，第（30）Xをみると，この朝鮮の漁獲高の激減は，いわしの漁獲高の激減を内容としている
ことがわかる。このことは，朝鮮の漁業がいわし単一漁携といってよいほど植民地的性格をもっ
ていたことをしめしている。しかもこのいわしの漁獲偏重は，第（31）geのごとくいわし油をとるこ
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掌報ng70－・3号
第㈹表　朝鮮のいわし漁獲高の推移
　　　　（単イ立：漁獲≡高・千トン、比率。％）
年 漁獲高 対総漁獲高比率
1939
1940
1941
1942
1，207
　　961
　　634　　　　　　　　・
　　　78
59
55
48
10
資料：大蔵雀管理局編隙本人の海外活勤に関す
　　る歴史的調査・朝鮮篇・第五分臨1950年
　　P・4Gより作成
第（3D表　朝鮮のいわしを原料
　　　　とする製品生産額
　　　　（1939年）　　（単｛立：フヲ円）
製　晶　名
いわし搾油
いわしミ由月巴
いわし魚粉
いわし塩蔵
いわしトマト
合　　　計
産　　額
3，690
3，418
1，658
　152
　127
9，110
資料：三宅～部編「大戦下の半島経済誰
　　京城、1944年、p．60より作成
とが主目的のひとつであったのである。ところが，このいわし搾油は，軍事的必要から生じてい
たのである⑮。
　こうして朝鮮の漁業ひいては水産業も植異地的，軍事的性格を強め，衰退していったのである。
　しかし，田本の財閥を中心とする資本によって搾取，収奪され，その労働が植民地的，軍事的
にゅがめられ，生産そのものも減少していったのは労働者だけではなかった。都市中間層も同様であ
った。これを家内工業労働者についてみることにする。
　家内工業は，1939年においてではあるが，第（32俵のごとく，工業総生産額において21．9％をし
め，とくに製材及木製品工業と食料品工業の部門においてはそれぞれ約50％をもしめていたので
ある。
第㈱表　朝鮮の家内工業の業種別生産額（1939年）
（単｛立　：≦妻三薩至額　・千円、　上ヒ率　・％）
業　　　種 家内工業生産額
紡　　　　績 44，860
金　　　　属 4，376
機械器具 4，613
窯　　　　業 77，080
化　　　　学 39，791
製材及木製繍 10，290
印刷製本 一
食　料　品 150，546
ガス及電気 　
そ　の　他 67，001
合　　　計 328，560
工業総生産額
　201，351
　136，092
　53，225
　43，337
　5G1，749
　21，061
　19，373
　328，352
　30，462
　163，270
1，498，277
家内エ業生産額の
対工業総生薩額比率
　　　22．2
　　　　3．2
　　　8．7
　　　16．3
　　　7．9
　　　48．9
　　　45．8
41．0
21．9
舖考：各喩産額」の累計と恰計額」とが一致しないが、漂資桝のまま掲載した。
資料：前掲糊鮮経済年報・　1941・1942年鵬pp．144～145より作成
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太累洋戦争中における朝鮮人畏の反帯・反封建麗争
　ところが他方において，前掲の第（6俵でわかるように，家内工業の生産額は不変価格でしめさ
れる実質額においても，工業総生産額の中で占める相対額においても減少していっていたのであ
る。
　しかるに同第㈲表のように，工業の総生産額は経常価格，不変価格いずれにおいても増加し
ていった。そしてこれは，民間工場つま1）　7繍本の私的な大資本を中心とする私的資本の生産の
増加によっていたのである。
　これらのことは，太平洋戦争前の家内工業の生産の減少が，日本入の大資本を中心とする資本
による家内工業に対する収奪にあったことをしめしている。
　こうして，朝鮮の家内工業労働者も臓本の財閥を中心とする資本によって搾取，収奪され，生
産自体も衰退していったのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（淺）
　②全飼経済調査機関遮盒会朝鮮支部編潮鮮経済年報・1941・42年版壽改造社，1943年，pp．145～149
　②孟遣豆暑喀を軸べ露招望メ2ス終ト旦裾ω野墨夙懸，1972壁　P．　53
　③朝鮮総督府編潮鮮総督府統計年報・1942隼版蓋蒙城，19蟹年，p滋9
　④薄舞掲『譲望・醤磯誉遭裾1｝濤　P．53
　⑤東洋経済薪報教編降刊朝鮮・1942年麗京城，1942年，P．26
　⑥λ幽斗軒罎　碧唄唱子土　唱壁勧蓬レ睡予翌　聡ス僻｝i壁層禰零葛幸4　2鱒磨，1976璽，P．267
　⑦前掲潮鮮総督府統計年報・1942無版淫P．178
　⑧農業にっいては，鍍論汰平洋戦争中における朝鮮入畏の反帯・反封建翻争一一働労農鶏の経済的姪析一
　　一」（梅津和郎編掴際関係論の糸怨合的研究。19墨年灘大阪外大，1985年，所収，pp．17－44）参照
　⑨朴慶植縮本帝国主義の朝鮮支配・下巻壽青木書店，1973年，p．144
　⑳蔚掲糊鮮経済年報・1941・42無版壽p．154
　⑪朝鮮銀行調査部綴済隼鑑・1949年版駆慢，194g年，　pp．　IV－158～159．
　⑫前掲響年刊朝鮮・／942年級虚P．29
　⑬朝鮮銀行調査部『朝鮮経済葬報・1948年版雲2・3　＆，1948年，P．　1－195
　⑭前掲罫年刊朝鮮・1942年版霧p．42
　⑮岡上轡，P．42
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おわりに
　以上論じてきたように，太平洋戦争中において朝鮮に現住する朝鮮入労働者階級は，量的にも，
質的にも甕族独立・革命勢力としての力量を高めていったのである。
　ところが彼らは，霞本の財閥を中心とする資本によって，長時間の労働をおこないながらも，
労働力の再生産さえも不可能な羅族差別的な飢餓賃金で搾取，収奪されていたのである。
　しかも彼らの労働は植民地的，軍事的性格を強められ，これとともに産業をはじめとする朝鮮
の経済も嚢退していったのである。
　こうして，民族の独立と社会の変革とを統一的に求める朝鮮人民にとって，その主体的力量を
強化するためにも，また経済の全面的発展のためにも，日本帝国主義の財閥を中心とする資本の
支配を打倒しなければならなかったのである。
　そこで太平洋戦争中において朝鮮入民は，このような課題の解決を不可欠のひとつとして，従
来にもまして反帯・反封建閣争を発展させていったのである。
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